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発癌前にインターフェロン(IFN)療法が行われたC型肝炎ウイルス関連肝細胞癌(HCV関連
HCC)患者における再発及び予後を明らかにするため､当院のHCV関連HCC患者 395例
を HCC発症前に IFN療法が行われた 124例(持続的ウイルス学的著効(SVR)群 17例､
non･SVR群 107例)と未治療群271例を比較検討 した｡HCC初回､第2回再発率及び累積
生存率を Kaplan-Meier法で､再発 .生存の関連因子を Cox比例-ザー ドモデルで検討 し
た｡HCC初回再発率は各群間の差は認めず､第2回再発はSVR群でnon･SVR群(p=0.003)､
未治療群 (p=0,006)より有意に再発率が低かった｡SVR 群の HCC初発後 5年生存率は
non･SVR群､未治療群より有意に高かった(100%､73% ､62%:p=0.004)｡多変量解析で
は､発癌前 IFN療法でのSVR群がHCC第2回再発(p=0.002)及び予後(p<0.001)の関連因
子であった｡HCV関連 HCC患者において､発癌前の IFN療法での SVRが HCCの第 2
回再発を抑制 し生存期間を延長する可能性が示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､C型肝炎ウイルス(HCV)関連肝細胞癌(HCC)患者で､HCC発症
前にインターフェロン(lFN)療法が行われた 124例 (17例の持続的ウイルス
学的著功(SVR)と107例のnon-SVR)と未治療群271例について､HCCの再
発と予後との関係を調べた｡その結果､HCC初回再発率は各群間で差を認めな
かったが､第2回の再発については､SVR群でnon-SVR群や未治療群より有
意に再発率が低いことを見出した｡また､SVR群のHCC初発後5年の生存率
もnon-SVR群や未治療群よLJ有意に高いことが分かった｡
本研究は､HCV関連HCC患者において､発癌前のIFN療法でのSVRがHCC
の第2回再発を抑制して生存期間を延長させる可能性を示した点において価
値ある業績であると認める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
